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第２４４１回 ４月第１例会 ４月７日（木） 

[    卓  話 及び 写  経    ] 

例会講師 福島伸悦副会長 

●点鐘 小沢 瑛 会長 

●国歌斉唱、ロータリーソング斉唱 

●四つのテスト唱和 

●会長の時間 小沢 瑛 会長 

●幹事報告 小椋 剛 幹事 

●委員会報告 

●講師 福島伸悦副会長 

●出席状況・ニコニコ報告 

●点鐘 小沢 瑛 会長 

 

点 鐘 

 

会 長 の 時 間 

 

 本日は長光寺さんへ移動例会ですが、皆さんは写経を

経験したことがありますか？写経はとても心が落ち着き、

若いOLなどの中にも会社の帰りに写経教室で書いていく

人がおるそうです。慣れてくると般若心経２７６文字を３０分

位で書けます。今日は、皆様にとって良い経験になると思

います。 

 今月は２２日～２３日に奥飛騨に親睦旅行を予定してお

ります。下見に行って、ホテルから笠ヶ岳（２８９８ｍ）が良く

見えます。深田久弥の日本百名山の一つでありますが、

また、花の百名山の一つでもあります。私は、とても山が

好きで、よく出かけますが腰を悪くしてからは、きつい山登

りは出来ず、フラットな木道などのハイキングは今でも行き

ます。 

 群馬県と新潟県にまたがる谷川岳のお話を致します。オ

キの耳とトマの耳の２つの峰がありオキの耳が標高１９７７

ｍでそれ程高い山ではありませんが、裏側の一ノ倉沢の

岩壁はとても難度が高く、世界一のエベレストでも死者は

３００名以下ですが谷川岳は８００人以上のクライマーが亡

くなっております。とても悲しい有名な話は昭和３５年９月

にまだ一例きりしか成功したことがない衝立岩正面の岩壁

に二人のクライマーがアタックしました。そして、残念なが

ら失敗し宙吊りになって亡くなりました。この二人の遺体を

下ろす事が出来なくてロープを切ることも不可能でした。

二人の遺族の願いで自衛隊に依頼して機関銃やライフル

でロープを狙って１０００発以上の弾丸を使うも距離が数百

メートルあり風圧でロープが逃げてしまい、その後、ロープ

と岩の接地部分を銃撃して落とすことが出来たそうです。

合計１３００発以上にのぼったそうです。しかしながらそん

な危険な山にはそれなりの魅力があるのだと思います。 

 前は一ノ倉沢まで車で入れましたが、万年雪があって紅

葉や新緑の頃はとても素晴らしい所です。皆様も一ノ倉沢

までは歩いて行けるので一度行ってみてはいかがでしょう

か。 
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幹 事 報 告 

 
 

 皆さんこんにちは、本日は福島会員お世話になります。

よろしくお願い致します。 

幹事報告申し上げます。 

昨日、理事会が開催されました。承認事項を申し上げま

す。 

１．前回議事録承認の件 

２．５月プログラム承認の件 

  ５月２１日（土）「みらい」にて第４回公開講演会「青山繁

晴様講演会」が開催されます。来場者の勧誘よろしく

お願い致します。 

  ５月２６日の例会は、新入会員卓話を予定しております

ので、本年度入会されました会員の方は、準備の方

お願い致します。 

３．行田・白河児童交流会企画案承認の件 

４．青山繁晴公開講演会組織編制についての承認の件 

５．さきたま火祭り協賛広告について。→１口￥１０，０００

－協賛 

以上、承認されました。 

３月１０日に開催されました地域交流チャリティーゴルフ

大会の収支報告が、冨田実行委員長よりございました。

「希望の風」寄付金￥２００，１９０－、  クラブ予算からの

拠出￥２２２，５０１－となっております。 

以上、幹事報告と致します。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

委 員 会 報 告 

 

野口親睦委員長 親睦旅行について 

 

坂田プログラム委員長 来月の講演会参加要請 

 

４月誕生祝い 小松会員 石渡会員 

 

卓 話 

 

卓話講師：福島伸悦副会長 
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司会 横田会員 

 

第 ２ 部  写   経 

 

仏教の経典を書写することを写経（しゃきょう）と言いま

す。中でも、最もポピュラ－なものは、般若心経です。写

経は、接頭辞を含めると２７６文字から成ります。そして、そ

の起源は７世紀と言われ、１３００年以上もの時を超えて、

今も多くの人が実践し、脈々と継承さています。これこそ

が、密教の光明真言と共に、功徳（くどく）を得られることの

証だといえる所以（ゆえん）です。 

ところで、私たちは写経のみならず神社仏閣への参詣

も含めて、とかくご利益を求めがちです。写経から得られ

る功徳とは、『善行を積んだ結果得られる果報』であり、最

初からご利益を授かる目的で行うものではありません。般

若心経の功徳は私利私欲を捨て、ひたすら、写経に没頭

するという心構えで取り組んだ結果、初めて得られるもの

です。そこで得られた功徳からは、人智では計り知れない

恩恵を享受することができます。 

特別な能力は必要ありません。真摯に取り組む気持ち

があれば、誰にでもはかり知れない功徳を得ることが出来

るのです。 

との教えの中、まともに般若心経に臨むと 2時間以上要

するので、下記の舎利礼文での写経を行いました。 
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出 席 状 況 報 告 

 

関出席奨励委員長 

 

T 

A 

正会員数 

85年規定承認者 

60名 

15名 

A 理事会欠席承認者  

P 本日の出席者 35名 

B 各承認者の例会出席者 8名 

MU 本日のメーキャップ者 0名 

本日の出席率 66％ 

 

ニ コ ニ コ 報 告 

○小沢会長 

・本日は福島副会長、写経でお世話になります。宜しく

お願いします。 

○小椋幹事 

・本日は福島会員、お世話になります。 

○清水会員 

・どうにか例会に出られる様になりました。ご心配いただ

きありがとうございました。 

○小山会員 

・福島会員、本日は大変お世話になります。 

○小松会員 

・お誕生日プレゼント、ありがとうございました。おいしく

いただきました。 

 

※本日のニコニコは 7,000円でした。ありがとうございました。 

 


